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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・工藤　禮子様～持参薬が5/31まで。6/1から同内容で2日分処方となっている。
・浪岡　美喜男様～6/1退院の為、退院時処方が2週間分処方されている。
・小澤　和子様～不眠時のブロチゾラム（0.25）1Ｔ×3回分処方となっている。
・丹内　栄子様～点滴終了抜針。昼食より、食事、内服薬が開始となる。夕食後に処方されてい
　　　　　　　　る「ロドピン」は内服中止となり除剤となっている。
・高橋　登様～尿混濁著明、38℃台の発熱あり、主治医よりレボフロキサシン4日分内服処方となっている。
＜部屋移動＞
・谷地 ツヨノ様～東Ｃ5号室→東Ａ15号室
・西塚　幸子様～東Ｂ3号室→東Ｃ5号室
・飯岡　未来様～東Ｂ1号室→東Ａ11号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。他者と交流見られるがトラブルはない。またスタッフへも過度な話し掛けなく落ち着いている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。自室内の徘徊あるが、奇声や自傷行為なく落ち着いている。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・木村　格治様～高圧的な言動や、内服薬に対する不満なくスムーズに内服。腹部症状の訴えないが、余暇時は臥床して過ごす。
・飯岡　裕子様～主治医より、義兄様へ状態説明と、現在の治療状況を説明している。輸血はしない方向、疼痛コントロールで内服で麻薬を使用している事、血液データ（Ｈｂ）が悪化している事を伝えている。次回の帰八は6/7.8.9との事。面会希望されている。
・馬渡　満芳様～帰宅要求聞かれ、テンキー弄りはないが、扉の前に座って、スタッフと一緒に出ていこうとする事あり。説明には納得されているが、同行為繰り返している。切迫した様子はない。
・丹内　栄子様～意識レベルは清明。体温36.0～37.0℃　感冒症状や不調などの訴えはない為、経過観察している。昼から食事開始。問題なく全量摂取できている。16:00体温37.6℃　体熱感あり、クーリング実施している。
・高橋　登様～38℃台の発熱あり。感冒症状なく、他バイタルサインの異常は無い。クーリング実施している。バルーンカテーテル内尿混濁、浮遊物が著明に見られている。主治医よりレボフロキサシン処方となっている。
・小松　忠夫様～体温37.8℃　SpO2の低下なく、他バイタルの異常は無い。直近数日は1日トータル尿量300～400mlが続いている。本日14時の時点で尿量は200ml、濃縮様であり、食事摂取量も安定していない。状態を主治医へ報告し、点滴2日分が処方となっている。
・飯岡　未来様～14:30自室でフェイスタオルで自分の首を絞めている所を発見。スタッフが声掛けるとすぐに止めている。理由を聞くも「すみません」「していません」と話している。14:45継続指示ジアゼパム(5)1T内服。本人の状態を田名部Drへ報告。個室へ転室指示となり、15:00　Aユニット11号室へ転室している。
